第11回XCIJ総会議事録

日時：平成25年5月29日（水）12:10-12:50

場所：松江市・くにびきメッセRoom3（小ホール）

出席者：平良（東京大）、木下（立教大）、前野（新潟大）、井筒（新潟大）、道上（東京大）、福井（北海道大）、鈴木（広島大）、高橋（広島大）、上野（山口大）、木下（基生研）、坂井（鹿児島大）、栗山（秋田大）、渡部（徳島大）他30名 

議事進行：福井（北海道大）

書記：渡部（徳島大）


報告事項
１．NBRPの現況

　鈴木（広島大）より、平成24年6月より第3期新規事業としてスタートしたNBRPの、この1年間の取り組みについての報告が行われた。具体的には、以下の項目について詳しい説明が行われた。またこの1年間のネッタイツメガエルの提供件数および提供匹数が、当初の予定を上回っていることが報告された。

・研究促進のためサポート

・プロジェクトの体制

・高品質なネッタイツメガエルの供給と近交系の作出

・ネッタイツメガエル各系統間の遺伝的な関係

・ネッタイツメガエルの輸送システム

・短期滞在型のオープンラボの設置

・利用付加価値の高い非生体リソースの配布

・ネッタイツメガエル技術講習会

・WEBフォーラム

・広報・展示・教育活動

・国際連携

２．第7回ツメガエル研究集会について

上野（山口大）より、第７回日本ツメガエル研究集会についての報告があった。今回の研究集会は、平成25年年9月23日-25日に山口県・美弥市・秋吉台国際芸術村で開催予定である。発表の内容はツメガエルを用いた研究（分野は不問）で、6月下旬にXCIJメーリングリストでアナウンスし、参加費は3000円程度（宿泊費･食費は別）、発表はすべて口頭で、演題数により発表時間は10-15分とする予定である。また集会のスケジュールは、初日（23日）に佐方功幸教授（九州大学）の招待講演、2日目（24日）に演題発表と懇親会、最終日（25日）は移動日とすることが報告された。


３．Xenopus laevisのゲノムプロジェクトの進捗状況
　平良（東京大）より、アフリカツメガエルのゲノムプロジェクトの進行状況について特に下記の点についての説明があった。またゲノムプロジェクトの論文は最短でも今秋になる旨が報告された。

・BAC-FISH

BACクローンを用いたFISH解析により、多くのScaffoldが染色体にマップされた。その結果、同祖染色体での逆位等のイベントが明らかになってきた。また１つのScaffoldに複数の染色体由来のBACクローンがマップされた例がいくつかあった。これらのScaffoldに関してはmisassemblyの修正のため、さらなるFISHによる確認作業も検討する。

・Transposon

染色体上のDNA Transposonの存在の偏りにより、同祖染色体を見分ける可能性についての報告があった。

・染色体と遺伝子の名前について
（具体的な報告はなし）

　報告後、フロア（栗山・秋田大）から日本と欧米のアフリカツメガエルでは塩基配列が異なる可能性があるが、XCIJとして何らかの対処をする予定はないかという質問が出た。それに対し、現時点では特に予定はないという回答があった。


４．その他
　特になし。


審議事項
特になし。

